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「第15回ねりまシニアセミナー」 チャリティ・クリーンウォーク

グスト講演者に藤井敬三氏 来1春の開催をめざし準備はじまる

企画委員会を9月 から毎月開催し、方向性を

定めると共に、具体的な検討を急いでいます。

そこでまず、他のセミナーには無い「仲間づく

り」を強く訴えるために、メインのグスト・スピー

カーには、中高年向けのシエアライフ・アドバイ

ザーを擁するNPO法人“シエア大葉"の設立

者、藤井敬三氏:こお願いする事になりました。

その他の条件についても、なるべく早く決めた

いと思います。

また、何と言っても、広くこのセミナーの存在

を知ってもらう事が重要と考え、練馬区主催の

各種セミナーでPRすると共に、開催予告版ち

らしを作成し、配布を始めました。

12月 に入らないと 会場の公共機関の施設が

決定にならないため、現時点では開催日と場

所はお知らせできませんが、広報活動囃

的に行なっていきれ とヽ熱 まヽす。

最近の練馬区主催のセミナーは 集まりが悪

く、定員に対して1増嚇 らヽ5割の参加率と聞いて

います。私たちのセミナー根 これまで以上の

努力をしないと、集まる方が減少するのではな

いかと懸念されます。12月 以降は本格的に広

報活動を行ないたく、NSN会員の皆様ひとり

ひとりが、できるだけ多くの方々にセミナー参

加を呼びかけていただくよう、お願いします。

(虹の会'丸山1期駒

11月 6日に、予行演習としてプレウォークを実

施しました。(参加21名 )

カンやペットボトルなどの資源ごみ、燃やせる

ゴミなど5袋の収穫でした。諸処の翻 みつ

かり来春の本番に活かしたいと思います。

ねりまシニアネットワークでは、仲間づくりを

支援する活動を行なっていますが、地域でポラ

ンティア活動などに取り組むためには、各会を

超えた地域の絆や連携を進める必要がありま

す。そこでこのイベントは、練馬の各方面から、

花見をしなが牧 ゴミを拾い、目指す会場で合

流執 食事をしながら親交を深めたいという少し

欲張った企画です6

また、それぞれの出発点でみなさんにチャリテ

ィをお願いし、ミドリを育
′
む,活:動

をしているi練馬

の「葉っび

"轟
鑢に寄付をします。

平成2)奪零月27日 (木)10時ん14時

鬱リー終了12時釦)分)

雨の場合は墾1日 (機に順延

◆スタート地点

①大泉学園(白子川沿レ⇒

②石神井公園 石神井川沿い(中継点)高野台

③中村橋 貫井緑道(引鶴縛練馬春日町

◆ゴール地点 光が丘公園        
・`

*詳しくは、2月にチテンでお知らせします。
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同 期 会 紹 介 シ リ ー ズ ⑫

生き活審シニアライフに挑職中の

『 トリトンね ,りま』 充実した企画の発掘を副 簿

私達の『 トリトンねりま』は、平成 17
年に開催された第 12回シエアセミナーの

OB会 としてスター トしました。

現在会員数は 17名で、比較的少人数で

すが、多士済々で、人生経験も豊富で見

識も高く、その道を極めた人もおり、じ

つくり語 り合 う機会も多く、実 りのある

楽しい会です。いろいろのイベン トを通

じて楽しく学習をし、体と心を鍛えて“生

き活きシエアライフ “に挑戦 しています。

会の名前の出来

『 トリトンねりま』は設立総会時に、会

員から応募のあつた多くの候補の中から、

多数決で選ばれ、最終的には、全会一致

で決ったものです。焼き鳥 (ト リ)と 豚

(ト ン)で飲ん兵衛の集団ようですが、

「トリトン」はギリシャ神話の海の神の

名前なのです、その「トリトン」と “酉

(ト リ)年に生まれた翔 (ト ン)でいる

会"を もじったもので、海のようにおお

らかで、自由で、好奇心旺盛な集団です。

会報の発行

会の発足時から、笠島氏 (前会長)が、

持ち前の文才で活動の状況ほか必要な情

報をプリントして配布 しました。 2年目

からは、体裁を整え会報に切 り替えて毎

月発行 しました。ウイットに富んだ活動

報告など大変好評でした。 今年 7月 か

らは、野本氏 (副会長)がユニークな会

報を毎月発行 しています。

会の運営と活動状況

初めての活動は高尾山ハイキングか

ら始まりました。往復 4時間、息を弾ま

せながらの行軍、手造 りの弁当、新宿で

の打ち上げ、これで会員相互の親密度は

急速に深まりました。

それから2年、試行錯誤はありましたが

次のように活動を 3つに区分 しました。

1.ア ウトドア活動

2.生涯学習活動

3.イ ンドア活動

この 3本柱を、 3グループに分かれて担

当し、毎月例会で議論をし、参加者全員

の意向を反映 しなが ら、イベン トを企

画・実行してきました。

アウ トドアはウォーキング、ハイキング

が中心です。金時山を目指 していますが

実現するかどうか ?

生涯学習はこれまでは主に会員が講師と

なって、得意なノウハウの披露、会長同

士の トークショー等も試みました。

イン ドアでは、会員の特技を生か したコ

ガ教室、能の鑑賞等を実施 してきました。

その他、夏の納涼花火大会、秋の祭 り見

学や屋形船ツー リング等を行ないました。

これまでに、数多くのイベン トや交流

会を行ない、会員相互の親睦は十分図ら

れ、和気議々と忌憚のない意見の交流も

し、会として確かな基礎造 りが出来たと

思われます。

3年 目を迎え、これからの第 2段階で

は更なる成長に向かって、全員参加によ

る充実した企画の発掘を目指 して、 3本

柱を一元化 し、会員も改めて 6グループ

に分け、会の運営を図っていく事になり

ました。

また、最近ネットワークの事業も拡大

しつつありますので、交流の中を拡げる

意味からも、積極的に参画 していきたい

と思っています。     (土 居 記)
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すばるのパソコン同好会

『メロウメイツ すばる」では、愛唱歌を楽しむ会など、

現在6つの同好会が活躍しています。今回はその中の

「パソコン同舞会:」 について、紹介いたします。

現在、19名の会員 (男子6名、女子13名 )で原則とし

て週 1回 (金曜日)18時から石神井公園前駅北口「区

民交流センター」会議室にてレ ソヾコンで楽しく遊ぼう]

をモットーとして、経験豊富な講師2名の指導の下、楽

しみながら生涯学習としてパソコンで認知の機能を鍛

え、教えられたり教えたりしながら仲間づくりをし、幾つ

になっても社会との繁がりを持つよう励んでいます。

これからは、パソコンが日、耳、手足、身体の衰えを

補って自立を助ける時代がきます。高齢化社会に必要

欠くべからぎるものとなることでしょう。

人生は長い「老」などという文字はふり捨てて『華麗に

力饉譴とまいりましょう。

或る会員lク ソヾコンを始めた動機について聞いて

みました。         .
◆70才の誕生日のお祝いに子供たちが『お母さんお

祝い何がいい」と言うので「パ・ソ・コ・ンー」つて買って

もらつたのが始まり。

「娘ったら、つけ方は教えてくれたのに、消し方を教

えないで帰ってしまったのよ」それ.で講習:会に参力臓し、

電源の切り方を教えてもらった彼女は「今日はこれだ

けものにして帰るの」と電源をつけたり、消したり、また

つけたり消したり、とやっていました。

(すばる 山東 威彦記 )

第2回バス旅行 参加申込殺到 !

11/30実施予定の丹沢湖 0最乗寺の紅葉狩り・

アサヒビール神奈川工場 (見学・昼食)は、参加

申込が殺到し、バス1台を増やして、

待ちが出るほどの盛況となりました。実施状況の

報告、参加された方の感想文などは次号に機

する予定です。(NSN事務局)

C｀、忘 れ な 車ノ0

古静む療聾勲も、だいぶ忘れ引まなった

人に会った時など、名前がすぐ出てこなし、

そこで、ふたつほど対策を試みてみた。

まず、初対面で会った時lミ 相手の名前に

'"を
関

連:づけ
‐
C記け ることにした。例えば、中 a,くるの

OOさん」[勁 でヽあ乙

次ぎは、相手をみて、名前を何コ螺炒返すこと 呼

びかけたり、心の中で眩いたりして、記憶を繰り返し、

確かにしていく。:具体的には会ったときの最・初の検拶

で「おはよう」の前に名前を付けて、「○○さん、おはよ

う」と云う具合。これで、かなり記憶の引き出しが開け易

くなってきた。

しかし、これだけでは 自信がないので、手根

に、グループごとに友人名を二覧表にしておくことにし

た。―■■言葉に出てコおかったら手根を見ればよヽ 、

珈 は実際には日の前で手帳を開いて見ていると、

忘れたことがまる分力朝 Jおってしまう。

先日、ある会合でいつも参加している友人が無断欠

席したことがある。翌日、どうしたのか電話を入れたとこ

ろ、「忘れた」とのこと。それを開いた途端、非難するよ

り嬉しくなつた。裁が同類見つけたりと それか賦 彼と

は飲む機会が増えた。忘れつぽいとしうのは捨てたも

のではない。     (HF:内 藤 雄 幹)

健康麻雀教室。お楽しみ麻雀大会
.

健康麻雀教室は、開講以来 1年半余りが経過し、毎

月2回開いている例会には毎回 15～船名の会員が参

加しています。「雀力」もかなり上がり、例会の日が来る

のを楽しみにしている方も多くいます。今後も引き続き

会員の皆様の期待に応えられるよう努めて参ります。

お楽しみ麻雀大会は、事業計画では春と秋で年 2

回の孵 計画されています。春の大会は、5月 12日

(土)に開催されました。秋の大会の開催を期待されて

いる方もおいでになるとψ思いますが、今年は事務局員

の交替などがあり、準備不足のため、秋の大会は中止

しましたのでご了承ください。なお、来年春には今年

同様の大会を開催する予定ですのでご期縄ください。

(健康麻雀の会事務局)
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オープン参加行事のご案内

☆新春 講演と ヽ

「笑 って もっ と元気 に」

～笑いの効能と笑いの購 ～

講師 藤井敬三氏 日本笑い学会講師

講演と講師を囲んでのユーモア自由懇談

(飲み物・つまむ類用意します)

(同時)1/20(日 )13:30～15:"
(場所)サンライフ練馬 研修室

修鍼蔵費)1,000円

(申 1込)睦会 渋井 3923-3089

☆睦会オープンゴルフの会

親睦ゴルフです。ご友人も一緒にどうぞ !

(日時)1/31(本)9:01さ くらアウト

(コース)ノ ーザンcc錦が原ゴルフ場

(フ ロント前集合)8:30(バス 7時半)

(申込)睦会 横山 3904-3129

●毎月開催の行事です:詳細は
'下記窓口に尋暑合‐式きくださしヽ

・ ヨガ教室 どうぞ !

:12/1(D、
22(」

14時～16時 練馬公民館 和室

トリトンねりま 山崎 3"8-1夕 7

・ コミュニケーション・マジック

2/υ (お、
ELFプt麓難 6760-2815

°二農力θリーベの会 (愛唱歌を楽しむ会)

すばる 佐藤 3"7-1707

・人展会囲碁クラブ例会
八展会 関野 5998-鯰路

。いちごの会ハーモニカサークル
(日 時)毎月第 3水曜日18:30よ り

いちごの会 庄村 5936-6058

・ 正しい近代日本史を共有する
懇談会
12/1(土)16:"～ 19:Ю

谷原出張所会議室

乱F頼永 3904-“ 64

賜N定例連絡会 協議メモ
(毎月第4土曜員開催、1橋成14団体代表(

「ネットワークの運営について」協議する)

▼H19年 9月 2日 (圭)躍 1:撻～4:30
協議事項
① チャリティー・クリーンウォークラリー

② サマーフェスティバル実施報告
③ バス旅行募集ちらし配布
④l 第15回シニアセミナー

⑤ 会報 10月 号発行、編集委員推薦依頼
▼H19年 10月 27日 (」〕PM l:30´～4:00

協議事項
① バス旅行参加者の見通し
② プレウォークの実施
③第15回セミナー企画委員会報告
④会報編集‐委員交替で体験、新シリーズ提案裳
集

蒻葉多認

早いもので2005年 12月号創刊以来、本

号をもって満2年 。13号を迎えることが出来

ました。会員皆様方のご支援|、 ご協力があって

こそと厚く御礼申し上げます。

創刊号には臨 の都合上からも <創利の本

号からしばらくは、全体的な概要の紹介記事が

主体となりますが、わがNSNの全容把握のた

めの基本情報と捉えていただければと思います。

>と記述されています。

同期会紹介も=巡しようとしていますので、

来年からNSN全鐘動亀 オープン参加事業等

と共に会員皆様に役立つ情報紙として、また会

員相互の交流紙として、手直しをする時期を迎

えているのでは、と考えます。

皆様にとつての有益な情報・交流記事とは?

積極的なご意見、ご提案を頂ければ幸いです。

鬼に笑われますが、良いお年をお迎えになり

ますよう(哲)

`
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<問合せ・連絡先

“

-59“―∞弱>;鐵集責任者/庄村 勝男 (いちごの会)

NSN事務局 & 新習翅島員/伊知地哲:男 (ねりまシエアクラプ) 中村 元功 (燦:々金) 西浦 澄恵 (ELF)

t


